
鑓
牛
巻
　
　
紹
介
　
　
圓

韓

「

を
寂
知
す
べ
キ
・
な
債
り
。
菊
阪
〃
一
二
Q
O
百
｛
、
（
奉
公
會
｝
獲
行
　
　
愚
臣
一
、
○
○
）
〔
中
村
〕

　　

@
翻
淋
鮪
跡
鈴
懸
獣
聾
交
學
博
士
白
鳥
癒
吉
監
修

　
　
　
　
　
　
ぬ
　
も
セ
へ

　
　
な
　
も
　
あ

藪
年
三
幽
覇
洲
鐵
滋
魯
就
が
日
韓
地
方
の
根
本
的
研
究
を
な
す
の
要
あ
る
を

　
　
　
　
や
　
や

　
　
む
　
ヤ

認
め
白
繰
一
二
に
喜
多
奥
の
調
書
を
委
託
サ
し
夏
冬
、
博
士
の
歳
費
の
下
仁

灘
御
船
陸
鳥
睡
轡
の
箆
熱
心
最
高
し
鍛
巻
の
三
舞
告
書
翁

ゼ
・
り
れ
て
換
二
刀
に
■
莫
大
の
利
釜
を
興
μ
へ
れ
る
に
五
四
八
の
罰
臆
に
閣
新
な
る
も
の

訟
り
）
然
る
に
右
調
査
事
業
れ
る
や
同
魯
就
の
事
業
苓
し
て
は
多
少
の
不
懐

あ
り
し
が
故
ド
、
尉
瀧
に
一
定
の
経
叢
を
東
京
帝
國
大
栄
“
提
供
亡
、
同
大
學

に
て
事
業
を
嶽
瓢
ぜ
ん
こ
ε
を
希
望
ぜ
む
を
周
大
學
鷹
諾
し
て
更
に
週
内
池

内
松
弾
の
三
選
學
士
及
津
田
武
に
囑
託
し
て
昨
年
一
月
よ
り
薄
鍋
及
朝
鮮
に

於
け
ろ
地
理
謹
選
の
調
査
に
零
墨
養
し
め
、
其
成
績
は
調
査
の
成
る
ロ
從
ひ

唾
罵
魂
理
歴
吏
研
究
報
告
ζ
し
て
大
學
よ
り
公
刑
す
る
に
至
階
．
。
今
回
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
マ
　
な
　
　
　
ぬ
　
も
　
へ

行
ぜ
ら
れ
れ
る
本
書
は
其
第
一
第
二
に
・
し
て
第
一
巻
に
に
津
田
践
の
勿
吉
考

趨
勢
隷
曲
論
潔
、
態
勢
及
び
黎
漂
輩
講
書
附
艀

、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
事
　
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
、
　
》
　
　
　
㌔
　
、
　
、
、
、

卜
考
ε
可
敦
城
及
阻
、
㍗
位
躍
劉
を
綬
め
、
第
二
讐
に
は
津
田
氏
の
三
代
烏
黒

獄
捧
露
か
勢
撃
壌
舞
鼻
墨
斑
か
黎
・
灘
雰
鯉

　
も
　
ヘ
　
ヘ
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
へ
も
　
ヘ
　
セ
　
も
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゆ
　
ヘ
　
ヘ
セ
　
へ
　
も
　
も
　
　
　
る
　
へ
　
ぬ
　
へ
　
を

セ秘
の
東
北
境
ピ
女
二
三
の
關
係
（
一
）
ご
毒
言
及
敵
葛
鰹
重
圏
、
混
同
流
胤
近

セ随
ε
を
攻
む
。
何
れ
も
鏡
攣
な
ろ
研
究
の
鼎
果
れ
る
有
珠
な
る
論
丈
な
り
、

余
輩
に
斯
る
事
業
が
大
嶺
の
手
に
移
り
て
糠
績
ゼ
ら
る
・
を
深
く
慶
賀
マ
ろ

第
四
號

一
七
〇
　
（
．
七
三
五
）

も
の
な
り
。
（
東
京
帝
國
大
話
費
行
）

　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
め
　
へ
　
ぬ
　
も
　
ゆ

　
　
　
⑳
魏
書
地
形
志
枝
錐
三
巻
　
　
温
目
鰻
携

モ
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
わ
　
ゆ

魏
敗
の
魏
庶
ぼ
μ
古
來
磯
史
の
説
を
畳
け
・
し
を
以
て
、
そ
の
押
形
志
の
如
斗
い
も

　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
や
　
へ

顧
み
ざ
る
人
置
け
・
れ
こ
も
、
同
志
ば
爾
漢
害
の
駈
詰
を
承
げ
，
無
て
古
遊
を

載
ゼ
、
後
代
皮
志
の
導
ら
裏
革
を
溢
す
る
如
き
に
昨
ざ
ろ
を
以
て
、
動
地
憲
の

研
究
に
は
鋏
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
然
る
に
壊
は
本
ビ
一
入
な
る
故
棄

魏
に
詳
か
に
し
て
，
西
魏
大
統
以
後
ほ
概
ね
著
は
さ
す
、
叉
論
隅
諸
司
の
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
へ

は
東
西
陰
山
の
未
だ
分
れ
ざ
噸
し
以
荊
の
永
煕
の
官
籍
に
譲
れ
嘩
。
さ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も

記
事
の
濡
粗
粒
駁
一
な
ら
す
。
俵
イ
、
清
末
の
澄
露
螂
架
字
に
戴
華
）
に
歴
代
正

舷
の
纒
瀞
・
瓶
引
船
瓢
自
己
鞭
郷
野
か
鰍
套
引
認
、
か
蜜
脚
、
抽
齢

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
モ

注
等
よ
り
害
輿
紐
県
単
他
清
人
の
諸
説
を
探
り
て
精
密
な
る
校
合
を
施
ぜ
婆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
へ
　
ゑ
　
ヤ
　
な
　
　
や
　
も

此
書
ば
世
に
校
異
叉
に
集
縄
配
し
て
知
ら
れ
・
し
が
、
今
般
拾
香
草
堂
原
藁
本

を
径
漆
引
け
義
行
葺
・
さ
脅
之
長
て
監
参
疎
漏
、
勲

の
舛
麟
を
糾
し
、
拓
蹴
一
朝
の
紛
如
敦
る
地
志
を
明
か
に
す
べ
唇
の
・
〃
な
ら

す
、
　
訂
人
臣
で
、
申
口
良
の
研
究
に
号
便
盒
を
得
べ
吾
こ
、
ぐ
」
炎
・
し
て
鋤
小
1
な
・
り
す
0

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
　
　
劔
丈
館
詞
林
二
十
九
巻
　
　
許
敬
景
等
撰

伊
勢
臨
監
の
朝
黎
奪
が
勅
を
湿
て
撰
姦
讐
海
成
リ
≦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
モ
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

千
巻
建
な
し
て
上
り
、
重
三
に
は
既
に
弘
仁
以
前
に
傳
は
q
・
し
が
、
其
後
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
へ
も
　
へ
　
や

に
亡
射
し
て
多
く
世
に
知
ら
れ
ざ
噂
き
。
些
営
林
蓮
齋
秩
存
叢
書
に
密
書
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

巻
山
ハ
山
ハ
ニ
＠
山
門
占
ハ
四
㊥
山
ハ
山
精
八
〇
湿
潤
乃
五
あ
も
敗
め
隔
て
れ
が
F
濾
個
に
▼
傳
は
d
り
・
し
時

廉
て
難
論
に
て
は
宍
以
夷
全
く
詞
林
を
見
ろ
を
得
ざ
祠
り
・
し
か
ば
大
に
墨
者
を

　
　
　
　
る
　
　
し
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
め
　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
も

驚
か
し
、
篠
星
術
は
之
を
山
廊
苑
に
引
き
、
翫
元
α
四
庫
夫
罫
書
雪
中
、
に
潮

　
　
　
も
　
も
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
ヵ
　
ぴ

ぜ
り
。
明
治
十
七
隼
公
使
ビ
む
て
我
岡
に
來
取
付
・
し
黎
庶
晶
の
堕
賃
鶴
守
敬

は
熱
小
に
淺
存
を
捜
索
し
同
巷
一
五
六
・
一
五
七
王
五
入
豆
｛
西
七
。
四
五
二

一四

ﾜ
一
巴
〇
四
五
七
〇
山
霊
山
龍
山
ハ
〇
六
六
・
七
〇
山
ハ
七
〇
〇
山
ハ
濫
乃
一
〇
山
ハ
九
九
の
十
二
巻
を

攣
影
野
・
刻
杢
、
審
蕃
巻
翌
三
五
入
（
目
次
の
み
）
・
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち

六
。
四
一
四
〇
六
六
五
〇
六
六
九
の
六
巻
を
灘
・
し
、
更
に
…
重
康
は
巳
刻
の
外
巻

一
六
一
、
三
四
八
髄
）
・
六
六
四
（
侠
春
の
後
引
）
外
痩
馨
・
得
奇
。
窒
ほ

駐
等
全
部
二
＋
九
四
（
整
懸
二
十
五
⑪
廼
昏
乱
）
を
合
刻
厄
る
も
の
に
し
て
中

に
晦
漢
交
四
。
漿
漢
丈
二
五
⑦
魏
丈
一
七
9
習
丈
九
一
〇
宋
丈
三
三
。
齊
丈
一
ご
｝
写

梁
茎
ハ
五
藤
文
三
・
北
魏
交
響
。
塗
擦
茎
δ
・
北
天
丈
七
薦
丈
二
四
養

文
三
三
②
、
後
覇
文
三
合
欝
詩
丈
三
四
七
篇
あ
り
。
焦
里
心
學
丈
學
に
養
す
る
・
と

の
著
大
な
紅
固
よ
り
論
を
侯
れ
す
。

　
　
　
　
も
　
も
　
も

　
　
　
⑬
魯
春
秋
一
巻
　
　
、
査
俳
三
遍

　
　
　
も
　
ら
　
た
　
ち
　
　
　
も
　
ら
　
で
　
も
　
セ
　
ト
　
い
　
　
　
ら
　
も
　
も

本
馨
は
脱
末
魯
王
．
野
弘
光
元
年
張
卜
維
・
張
燈
二
等
に
擁
立
ぜ
ら
れ
て
監
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
き

の
位
に
即
き
て
よ
り
、
略
論
蠣
浮
具
さ
に
銀
苦
〃
．
懸
め
、
後
弓
成
功
に
助
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も

ら
れ
て
墾
灘
に
入
り
蓬
に
病
を
以
て
金
門
に
麗
ご
乙
迄
十
五
年
悶
の
亭
壌
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
ぢ
　
　
も
　
　
で
　
　
ゑ

記
ぜ
る
も
の
に
し
て
嘗
中
開
末
畿
士
の
傳
を
早
臥
・
し
H
塞
に
乞
漿
の
こ
ミ
嫁

第
一
爆
　
　
紹
介
　
　
圃
、

書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
き
　
　
し
　
　
も
　
　
　
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
あ

ざ
を
も
錐
ぜ
け
。
碧
…
者
査
縫
佐
炉
繊
は
張
重
書
の
幕
中
に
在
り
て
學
識
あ
り

焦
ハ
際
國
寮
に
奔
走
煙
・
し
人
な
れ
げ
【
そ
の
記
事
の
繭
姻
｛
喚
な
る
は
勿
駄
調
な
繭
り
。
附
…

　
じ
　
セ
　
　
な
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ぬ
　
も

鋒
北
征
農
事
一
篇
ば
張
焼
言
が
自
已
の
黄
巾
に
於
け
狗
羅
歴
を
叙
蹴
る
も
の

　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
　
　
　
も
　
も
　
　
ぬ

に
て
、
同
使
臣
碧
胤
は
左
舷
第
の
清
廷
に
記
し
て
屈
¢
す
飽
き
に
清
に
降
り

　
も
　
　
む
　
　
も

こ
洪
承
醗
等
を
罵
り
蓬
に
筋
に
死
廻
し
・
ミ
を
詔
ぜ
り
。

　
　
　
　
も
　
も
　
ヤ
　
　
カ
　
カ
　
も

　
　
　
爾
内
閣
藏
露
穏
玉
入
巻
　
　
孫
能
端
張
萱
響
撰

脚
の
窮
繍
、
欝
の
藏
書
叢
り
て
婁
蒙
り
・
謬
欝
露
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も

　
　
　
　
　
　
ポ

に
命
い
し
四
患
・
し
で
、
鷹
｛
氷
ぜ
・
し
む
る
こ
ピ
十
・
九
年
、
　
こ
れ
を
丈
淵
閣
「
P
貯
へ
六

リ
。
器
霧
璽
】
・
馨
冊
ぎ
藩
の
時
碕
寧
静
醐
く
る
な
か
り
き
・

雌
時
千
字
文
を
以
て
排
卜
し
て
書
聖
を
準
囁
し
が
、
天
上
よ
り
往
字
に
至
り

凡
二
十
號
五
十
葡
を
二
六
り
。
世
に
解
本
な
き
も
の
往
々
既
ほ
に
見
え
，
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
　
　
　
ね
　
し

儲
皮
の
富
を
知
る
に
足
る
。
萬
難
中
孫
能
品
等
に
命
じ
重
れ
て
こ
の
番
目
八

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
も
　
　
や
　
　
や
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
や

巻
を
伶
ろ
Q
第
一
は
聖
　
製
部
典
制
部
、
混
乱
は
纏
史
子
三
部
，
二
三
は
集
部

　
　
　
セ
　
　
を
　
　
　
ね
　
　
も
　
　
　
も
　
　
サ
　
　
　
　
ら
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
も

巻
四
は
線
集
⑳
類
書
。
金
石
曾
園
経
部
、
駆
血
に
贈
号
。
字
學
・
理
學
・
奏
疏
郡

　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
せ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
セ
　
　
　
　
も
　
　
も

巻
六
は
傳
寵
技
藝
郡
、
巻
七
ほ
憲
乗
部
、
巻
八
は
雑
記
。
正
就
の
書
昌
に
較

ぶ
れ
ば
十
の
一
を
春
ゼ
す
ビ
難
、
歴
朝
編
撰
の
書
を
加
入
〔
．
・
書
後
成
書
の

年
代
ご
撰
人
の
姓
氏
ε
を
縫
・
し
、
亭
々
解
題
を
雄
’
し
、
略
詳
二
二
砺
。
書
末

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
め
　
　
き
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
カ
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

に
記
し
て
云
ふ
、
萬
一
三
＋
三
年
幾
一
二
巳
、
内
閣
敷
房
辮
大
理
嵜
崇
副
孫

ね
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
る
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
る
　
　
で
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も

能
傳
，
中
書
舎
入
膿
萱
．
秦
焼
、
郭
安
筑
、
英
大
山
、
漆
中
嚢
二
二
理
弁
纂

腰
も
其
後
内
閣
の
書
ほ
散
瀕
し
も
の
少
か
ら
ざ
り
し
か
ミ
諸
説
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
期
」
號
　
一
七
一
（
七
三
六
）



第
一
懸
　
　
紹
介
　
　
圃

書

大
藩
を
修
葺
サ
し
時
閣
内
の
薄
藏
二
萬
除
珊
を
螢
出
ぜ
・
し
に
募
集
書
目
ミ
相

器
讃
す
乃
に
足
り
し
ミ
い
ふ
。
草
書
は
四
塵
に
攻
め
す
刻
ホ
攣
嫁
り
し
が
今

　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
も
　
　
も

人
月
讐
清
閣
、
持
静
齋
の
爾
紗
水
を
得
て
梓
行
ぜ
り
。
以
て
明
代
藏
書
の
大

略
を
旧
見
る
べ
し
O

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
う
　
も

　
以
上
四
種
ほ
近
刊
三
管
叢
書
中
に
敗
む
G
〔
有
高
〕

　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
ぬ
　
へ
　
も

　
　
、
⑭
清
朝
書
寓
譜
　
　
一
大
珊
　
丈
學
無
難
　
内
藤
虎
次
鄭
編

昨
年
我
が
京
都
帝
号
大
粒
r
ト
て
帯
革
ぜ
ら
れ
れ
る
夏
期
講
演
仁
於
て
内
藤
博

士
が
清
朝
史
通
論
を
講
ぜ
む
際
、
博
士
が
馨
考
材
料
に
豊
里
む
堅
め
諦
方
蕨

よ
り
蒐
集
し
嚴
聖
な
る
黎
識
の
下
に
番
岸
里
尊
し
ぬ
る
も
の
を
コ
・
タ
イ
プ

版
に
附
し
六
る
も
の
蕉
り
・
書
室
ハ
に
清
朝
女
化
を
代
表
煙
る
一
代
の
傑
作
、

書
は
最
近
物
故
也
し
楊
守
敬
、
現
存
ぜ
ろ
粟
昌
碩
に
懸
る
遙
五
＋
七
家
。
雀

拭
所
㎝
謂
四
王
英
輝
の
六
大
家
よ
り
…
撃
墜
を
も
加
へ
て
八
∴
ポ
書
家
皆
…
蹴
ハ
の
面
同
騰

躍
如
冒
頭
り
、
　
倫
箇
潔
…
な
る
設
…
明
を
附
∵
し
清
朝
ご
百
重
年
の
名
崇
が
翫
べ
で
、
百
四
同

＋
頁
の
中
に
在
り
。
灰
謂
文
化
菱
蟹
方
齎
研
究
の
好
資
料
穴
り
（
定
璽
ハ
圏

五
十
銭
　
油
谷
博
丈
堂
嚢
行
｝
〔
那
波
∪

　
　
　
　
へ
　
も
　
や
　
も
　
カ
　
ぬ
　
も

　
　
　
㈱
南
宗
衣
鉢
興
業
尾
　
　
羅
叔
需
輯
蓮
　
長
尾
鷺
山
思

出
識
界
空
前
の
大
著
蓮
な
り
ご
稽
ゼ
ら
る
る
此
の
翌
翌
は
羅
墨
書
氏
が
現
今

迄
に
春
在
煙
る
支
那
薔
の
稀
物
に
就
て
流
派
を
分
ち
黙
統
を
張
れ
て
論
蓮
ぜ

る
も
の
の
第
一
巷
な
り
、
印
ち
六
朝
一
黙
、
唐
朝
野
望
、
五
代
八
馳
、
凡
て

コ
ロ
タ
4
プ
締
…
版
…
口
・
し
て
、
膿
裁
は
立
頗
亡
長
巻
定
よ
嚇
成
り
、
榊
駿
鼠
叫
は
」
別

第
四
號

一
七
二
　
（
七
三
七
）

に
日
電
ビ
な
れ
り
、
是
亦
支
那
丈
化
更
研
究
の
好
材
料
れ
り
、
第
二
巻
以
下

融
々
出
版
の
豫
定
の
歯
。
　
（
第
萱
巷
　
立
顧
十
種
一
套
、
長
巻
二
種
、
定
便

合
計
十
七
闘
　
輻
谷
博
女
堂
饗
行
）
〔
那
波
〕

　
　
　
爾
諏
爵
終
O
隅
5
0
⇔
鑑
脚
盃
ゆ
瓢
島
鱒
　
竃
o
q
醇
p
O
鶏
ヨ
巴
曙
諺
焦

　
　
　
　
一
一
窪
三
簿
。
臨
§
磐
　
（
い
9
乙
9
ご
ぢ
韻
）

皮
學
研
究
熱
の
旺
盛
史
的
思
想
の
機
翼
が
實
就
會
に
及
ぼ
ぜ
る
影
響
勢
力
の

最
も
顯
著
な
る
遽
例
は
、
こ
れ
を
十
九
世
紀
に
於
け
る
猫
逸
統
一
事
業
に
貢

献
ぜ
る
獅
挽
「
奥
家
の
動
功
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
彼
等
史

家
の
事
業
ほ
か
の
一
部
人
士
の
信
ず
ろ
が
如
く
、
史
磁
を
或
乱
獲
上
の
目
的

に
隷
屡
ぜ
し
め
箪
に
こ
れ
が
方
便
手
段
ビ
し
て
活
用
也
ら
る
・
ε
に
よ
り
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
ミ

め
て
そ
の
實
効
を
牧
め
得
べ
き
の
み
ε
す
ろ
僻
見
を
斥
け
、
飽
迄
科
學
的
立

脚
地
に
隷
ろ
所
の
濁
立
自
由
な
る
吏
攣
研
究
が
實
舳
曾
の
時
代
潮
流
に
寄
興

す
る
威
転
化
力
の
’
残
し
て
鮮
小
ノ
な
ら
ざ
る
究
理
あ
三
石
す
も
の
ミ
い
ふ
べ
・
し
。
　
か

　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
レ

の
ニ
ー
プ
ー
ル
、
ラ
ン
ケ
以
後
の
史
學
巻
の
研
究
事
業
拭
實
に
這
般
の
潰
息

を
示
す
も
の
に
し
て
、
甚
等
歴
更
家
ご
暗
代
ε
の
密
接
億
る
闘
係
を
辿
り
、

猫
逸
帝
囲
思
想
獲
展
の
裡
路
を
尋
ね
る
は
極
め
て
興
味
深
き
問
題
六
る
を
失

ば
す
。
本
書
は
獄
上
の
近
代
蜀
逸
ご
史
學
者
ミ
の
闘
係
廓
ち
溺
逸
史
家
が
國

民
の
實
巫
活
に
吏
的
思
想
を
注
入
し
帝
園
統
一
黒
藻
を
喚
三
豊
・
し
め
六
る
所

以
を
説
蓮
ぜ
う
も
の
な
り
。
著
者
績
先
づ
序
論
に
於
て
十
九
世
紐
初
頭
に
於

け
ろ
プ
・
シ
ア
の
七
二
的
思
想
勃
興
よ
妙
説
き
起
し
て
、
こ
れ
ミ
關
聯
ぜ
ゐ


